
二宮木材(株)
国産材の課題



会社紹介

創立：昭和26年
所在：栃木県那須塩原市
取扱樹種：国産杉、桧
年間取扱量：100,000㎥/年



今、日本の山は大径木化が深刻
理由：
①大径木を製材出来る工場が少ない。（小規模工場が殆ど）
②売れる材料が少なく活用が難しい。
③単純に〇から□を取るだけではないので、製材設備も種類が増える。
④大径木は木取り（丸太の挽き方）のパターンが多いので、従業員の知識
や技術が求められる。

・・・・ではどうするのか？

様々な大径木対策例
①平角（梁・桁）
②集成材のラミナ
③小割材

中でも歩留まりや製材手間を考えると平角に勝るものはないのは一目瞭然
だが何故広がりを見せないのか？



①売りづらい。（在庫の回転率が悪い。）
②外材は強度等の明示されたものが一般的だが、国産材にはあまり明示されたものはない。
（JAS取得が進んでいない。）
③JAS構造材支援事業の後押しもあり、大型物件での平角（大径木）の活用は進んできているが
一般物件への広がりが少ない。

⇓

供給力が少ない為、余計に需要が生まれない。（安心して使えない。）
⇓

しかし、ここにきてSDGSやウクライナ問題、世界的な木材の高騰などが重なり、過去20年以上
なかった事が起き始めた。（別紙記事参照）
⇓

これから増えていく新たな需要に対し、JAS材の供給が脆弱では折角掴みかけた需要が
逃げてしまう！！

今後もJASの取得や需要喚起にご支援を宜しくお願い致します。私達は、日本の豊かな緑を子孫
に残す為に、今後も全力で国産材の活用に取り組んでまります。



日刊木材新聞
令和４年６月６日(月)１面
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